
が
ん
の
悩
み
電
話
相
談
室
は
平
成
八
年
九
月
に
開
設
し
、
電
話
相
談

事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
事
業
な
ど
内
容
の
充
実
に
努
め
な
が

ら
継
続
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
が
ん
の
患
者
と
家
族
の
た
め
の
ク
ラ
ブ

「
並
木
ひ
ろ
ば
」
も
平
成
一
一
年
二
月
に
開
設
し
継
続
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
し
て
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
不
安
や
悩
み

を
少
し
で
も
受
け
留
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
治
療
の
方
向
性
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
事
業
を
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
賛
同
い
た
だ
い

た
会
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
当
室
事
業
は
平
成

一
三
年
度
か
ら
本
年
度
ま
で
「
赤
い
羽
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
育

成
支
援
事
業
」
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

《
正
会
員
Ａ
》
―

永
瀬
正
己

赤
木
清
美

明
石
満
寿
子

石
原
辰
彦

伊
藤
恭
子

伊
藤
俊
雄

大
橋
輝
久

岡
崎
壽
子

岡
本
和
恵

加
賀
美
智
子

香
川
優
子

片
岡
典
子

加
藤
恒
夫

北
村
吉
宏

木
村
秀
幸

斉
藤
信
也

皿
海
二
子

下
妻
晃
二
郎

鷹
取
弘
子

竹
田
孝
三

多
田
隆
子

達
野
克
己

田
中
紀
章

津
田
敏
秀

徳
田
智
代

富
田
茉
莉
子

難
波
澄
子

橋
本
真
紀

日
浅
喜
久
子

福
岡
英
明

福
嶋
啓
祐

福
田
柳
子

堀
井
茂
男

元
宗
佐
和
子

森
本
接
夫

山
本
　
力

和
気
一
栄

渡
辺
治
子

《
正
会
員
Ｂ
》
―

青
江
信
男

秋
山
和
恵

網
本
優
子

石
井
清
子

井
上
チ
ズ
子

宇
野
　
傑

江
口
夕
子

大
島
史
子

太
田
尚
子

大
塚
栄
次

大
塚
久
美
子

大
野
幸
恵

岡
崎
加
住
子

可
兒
義
朗

北
　
昭
子

北
　
　
徳

小
林
眞
澄

最
相
初
音

白
神
由
美
子

高
橋
由
起
恵

竹
内
教
子

立
石
眞
理

田
中
弘
子

田
中
由
紀
美

谷
本
和
恵

為
季
治
子

土
井
利
勝

徳
永
千
栄
子

頓
宮
保
栄

長
安
つ
た
子

難
波
由
美
子

西
井
和
枝

額
田
征
子

馬
場
美
江
子

林
　
　
寿

原
田
淑
子

人
見
裕
恵

平
松
由
里
子

藤
原
恭
子

文
屋
敦
子

三
村
了
子

宮
岡
京
子

横
山
幸
生

頼
多
美
子

《
正
会
員
Ｃ
》
―

青
松
晴
子

浅
原
二
三
江

井
口
須
和
子

植
田
美
智
子

岡
添
京
子

岡
田
美
登
里

角
田
恭
子

金
光
義
弘

木
下
　
清

行
司
祐
子

木
綿
実
千
代

河
本
慶
子

小
西
知
子

清
水
久
仁
子
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ど
う
せ
一
度
は
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
。
Ｐ
Ｐ

Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）
が
最
も
望
ま
し
い

と
考
え
る
日
本
人
が
最
多
で
あ
ろ
う
が
、
私

は
ガ
ン
で
死
に
た
い
。
笑
わ
れ
る
か
も
知
ら

ぬ
が
、
理
由
は
次
の
如
し
。
先
ず
あ
と
幾
ヶ

月
で
最
後
を
迎
え
る
の
か
予
想
が
出
来
る
こ

と
で
、
突
然
死
よ
り
準
備
期
間
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
、
人
生
を
何
と
か
そ
の
間
に
完
結
す

る
用
意
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。
遺
言
状
も

生
前
発
効
遺
言
状
（
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
）

も
既
に
書
い
て
あ
る
が
、
矢
張
り
身
の
回
り

に
未
整
理
の
事
項
は
つ
い
て
回
る
筈
。
Ｐ
Ｐ

Ｋ
と
な
る
と
少
々
困
惑
す
る
で
あ
ろ
う
。
延

命
医
療
は
お
断
り
。
ガ
ン
の
肉
体
的
疼
痛
だ

け
で
な
く
、
社
会
的
・
精
神
的
・
霊
的
疼
痛

に
対
応
可
能
の
自
信
は
、
何
と
か
九
十
歳
を

前
に
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
愚
考
し
て

い
る
。
そ
し
て
成
る
べ
く
な
ら
ば
自
宅
で
最

後
を
迎
え
た
い
の
は
皆
様
と
同
じ
気
持
ち
で

あ
る
。

清
水
政
夫

須
々
木
近
子

高
橋
ち
よ
み

立
石
元
子

綱
島
啓
司

土
井
雪
子

東
郷
圭
子

徳
田
喜
久
恵

別
所
和
子

丸
川
文
枝

水
畑
　
忍

三
好
　
泉

森
谷
記
子

山
本
尚
美

湯
浅
貴
恵

横
田
貞
子

横
店
裕
子

渡
辺
永
子

《
賛
助
会
員
》
―

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス

共
済
会

《
助
　
成
》
―

「
赤
い
羽
根
ボ
ラ

ン
ティ
ア・Ｎ
Ｐ

Ｏ
育
成
支
援
事

業
」
か
ら
助
成

がんの悩み電話相談室
室　長



●
が
ん
の
悩
み
電
話
相
談
室
総
会

平
成
一
五
年
四
月
一
九
日
に
開
催
し
、
平
成
一
四
年
度
事

業
・
会
計
報
告
、
平
成
一
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
審

議
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

●
が
ん
の
悩
み
電
話
相
談
事
業

毎
週
土
曜
日
午
後
二
〜
五
時
の
三
時
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
当
室
実
施
の
「
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

修
了
者
で
、
医
療
関
係
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
会
社

員
、
公
務
員
、
主
婦
等
、
様
々
な
職
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
員
が
交
代
で
一
回
三
名
体
制
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

《
電
話
相
談
事
業
の
概
要
》

相
談
件
数
は
平
成
八
年
九
月
開
設
以
来
、
同
一
五
年
一
〇

月
末
で
六
二
七
件
、
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
相
談

内
容
の
分
析
は
平
成
一
五
年
三
月
末
で
別
表
の
と
お
り
で
す
。

●
教
育
研
修
部
会
事
業

《
電
話
相
談
員
の
研
修
》

月
一
回
二
時
間
程
度
定
例
の
勉
強
会
、「
聴
き
方
に
つ
い
て
」

「
が
ん
の
各
論
」
な
ど
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関

係
機
関
の
実
施
す
る
が
ん
関
係
の
講
座
・
講
演
及
び
当
室
実

施
の
「
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
お
か
や
ま
」
な

ど
に
参
加
、
相
談
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
一
般
の
方
々
を
対
象
》

「
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
お
か
や
ま
」
基
礎
講

座
第
Ⅶ
期
（
表
１
）
を
開
催
し
、
が
ん
の
正
し
い
知
識
や
よ

り
よ
い
終
末
期
医
療
・
看
護
・
介
護
の
あ
り
方
な
ど
の
内
容

で
実
施
し
ま
し
た
。
受
講
者
／
一
八
六
名
、
修
了
者
／
一
四

六
名
、
当
日
の
み
の
受
講
者
／
一
八
名

《
基
礎
講
座
修
了
者
対
象
》

「
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」（
表
２
）
を
開
催
し
て

一
四
名
受
講
し
、
一
一
月
一
五
日
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
内
一
二
名
が
「
電
話
相
談
員
」
に
応
募
し
、
当
室
教
育

研
修
部
の
審
査
を
経
て
活
動
予
定
で
す
。

●
電
話
機
器
・
研
修
用
録
音
機
器
整
備

平
成
一
五
年
度
「
赤
い
羽
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
育

成
支
援
事
業
」
助
成
（
助
成
額
三
〇
万
円
）
を
受
け
、
電
話

機
器
・
研
修
用
録
音
機
器
を
整
備
し
ま
し
た
。

《
電
話
機
器
》

相
談
専
用
電
話
回
線
の
増
設
へ
向
け
て
相
談
専
用
電
話
機
、

自
動
通
話
録
音
装
置
、
コ
ー
ル
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
各
一
式
を
購

入
設
置
し
、
相
談
通
話
の
環
境
整
備
（
自
動
車
騒
音
な
ど
環

境
騒
音
対
策
と
通
話
の
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
化
）
を
目
的
と
し
て

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
・
ア
ン
プ
二
式
を
購
入
設
置
、

がんの悩み電話相談室 2002～2003 2

電 話 相 談 事 業 の 概 要
（開設平成8年9月～平成15年3月末）

相談件数：計543件
相談時間：平均22（±13.6）分
性別構成：相談者；男性149名、女性394名

患　者；男性253名、女性274名他
住所構成：

岡 倉 玉 津 そ 県 県 不
山 敷 野 山 の 内 外
市 市 市 市 他 計 計 明

相談者 157 55 20 17 68 317 68 158名
患　者 133 52 18 17 65 285 89 169名

図 1 相談者と患者の関係（全543件）

そ
の
他

在
宅
希
望

治
験
薬

家
族
関
係

食
事
療
法

告
　
知

民
間
療
法

生
　
活

社
会
資
源

主
治
医
と
の
関
係

再
発
・
悪
化

病
気
に
つ
い
て

治
療
一
般

図 2 相談内容（全543件、重複回答）
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200
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150

100

50

0

今

年

の

お

盆

の

こ

と

土
井

利
勝

例
年
の
お
盆
休
み
は
、
実
家
に
帰
省
し
、
お
墓
参
り
な

ど
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
と
こ
ろ
だ
が
、
今
年
は
一
転
、
自

宅
の
引
越
し
と
な
り
、
慌
し
い
毎
日
と
な
っ
た
。
暑
い
中
、

整
理
し
た
粗
大
ゴ
ミ
を
西
大
寺
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

持
ち
込
み
、
帰
り
に
隣
接
す
る
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
で
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
た
展
示
物
な
ど
を
見
て
、
一
息
つ
い
て
い
た

時
に
、
一
冊
の
本
を
目
に
し
た
。
河
野
博
臣
さ
ん
の
『
患

者
の
心
医
師
の
心
』
だ
っ
た
。

新
書
版
サ
イ
ズ
で
一
二
〇
ペ
ー
ジ
余
り
の
目
立
た
な
い

そ
の
本
は
、
昭
和
五
六
年
発
行
で
定
価
三
四
〇
円
と
あ
っ

た
。
こ
こ
の
書
棚
に
並
べ
ら
れ
た
本
は
二
冊
ま
で
持
ち
帰

り
で
き
る
が
、
居
並
ぶ
本
の
中
に
隠
れ
る
よ
う
に
潜
ん
で

い
た
そ
の
本
を
、
私
は
迷
わ
ず
持
ち
帰
っ
た
。

忙
し
い
引
越
し
の
合
間
を
見
て
、
携
行
す
る
の
も
煩
わ

し
く
な
い
そ
の
本
を
一
気
に
読
ん
だ
。
落
ち
着
い
て
か
ら
、

気
に
な
る
箇
所
に
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
引
き
つ
つ
丁

寧
に
読
み
返
す
と
、
ど
の
文
章
も
胸
に
刻
ん
で
お
き
た
い

珠
玉
の
こ
と
ば
で
満
ち
て
い
た
。
今
の
自
分
に
足
り
な
い

視
点
を
平
易
に
諭
さ
れ
て
い
る
気
が
し
た
。

本
が
発
行
さ
れ
た
昭
和
五
六
年
と
い
え
ば
、
私
は
高
校

三
年
生
で
、
母
が
子
宮
が
ん
で
他
界
し
た
年
で
あ
る
。
本

の
中
の
言
葉
と
母
を
看
病
す
る
当
時
の
私
と
、
そ
し
て
医

療
関
係
者
の
姿
と
が
重
な
っ
た
。
い
や
、
重
な
っ
た
と
言

う
よ
り
は
、
河
野
さ
ん
の
字
面
に
籠
め
ら
れ
た
「
死
の
臨

床
」
へ
の
理
念
と
、
実
際
に
は
か
け
離
れ
て
い
た
同
時
代

の
病
棟
で
の
所
業
に
思
い
を
巡
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「
死
を
ひ
か
え
た
末
期
の
患
者
さ
ん
に
必
要
な
の
は
治

療
で
は
な
く
て
、
配
慮
」（
七
頁
）、「
患
者
さ
ん
を
み
る

場
合
で
も
病
気
を
み
る
の
で
な
く
、
そ
の
人
を
全
体
と
し

て
み
る
、
病
気
を
も
っ
た
人
間
の
全
体
を
み
る
こ
と
が
大

切
」（
九
頁
）、「
人
間
の
一
生
と
い
う
の
は
こ
の
世
の
中

に
生
を
う
け
て
、
本
当
に
自
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ

の
世
の
中
で
実
現
し
て
い
く
過
程
で
す
。
…
…
死
と
い
う

も
の
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
自
己
実
現
の
極
と
し
て
と
ら
え

る
べ
き
で
あ
っ
て
…
…
」（
五
九
頁
）
等
々
。

だ
が
、
巡
る
思
い
と
共
に
胸
に
去
来
し
た
の
は
、
医
療

関
係
者
へ
の
疑
念
で
は
な
く
、
死
を
前
に
し
た
母
に
ど
こ



一
一
月
よ
り
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

《
研
修
用
録
音
機
器
》

研
修
用
の
使
用
を
目
的
と
し
て
、
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー

五
式
と
電
話
録
音
ア
ダ
プ
タ
ー
一
式
を
購
入
し
電
話
相
談
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
受
講
者
の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
演
習
、
相
談
員

研
修
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

●
が
ん
の
患
者
と
家
族
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
「
並
木
ひ
ろ
ば
」
活
動
報
告

平
成
一
五
年
一
月
〜
一
一
月
の
ク
ラ
ブ
開
催
回
数
三
六
回
、

延
べ
参
加
者
数
一
八
四
名
。

毎
月
第
三
土
曜
日
の
定
例
会
に
加
え
て
、
左
記
の
よ
う
な
研

修
及
び
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

二
月
一
五
日
　
沼
野
尚
美
先
生
（
チ
ャ
プ
レ
ン
）
講
演
会

五
月
一
八
日
「
松
江
　
生
と
死
を
考
え
る
会
」
講
演
会
・
公

開
定
例
会

六
月
二
一
・
二
二
日
　
さ
ん
か
く
岡
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参

加
。「
が
ん
は
こ
わ
い
？
　
こ
わ
く
な
い
？
」
講
演
会
・

公
開
定
例
会
・
展
示
会

九
月
二
〇
日
　
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設

五
周
年
記
念
講
演
会

一
一
月
一
五
日
　
津
山
「
談
笑
会
」
と
の
合
同
定
例
会

一
二
月
七
日
　
忘
年
会
（
宿
泊
）

・
・
・
・
・
・

五
月
は
「
松
江
生
と
死
を
考
え
る
会
」
の
招
き
で
、
メ
ン
バ

ー
の
北
出
さ
ん
の
講
演
「
癌
と
共
に
生
か
さ
れ
て
五
年
」
と
、

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
定
例
会
を
松
江
で
公
開
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
の
何
人
か
は
、
参
加
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
り
、
手
紙
を
頂

い
た
り
し
ま
し
た
。
忙
し
い
日
程
で
し
た
が
、「
松
江
生
と
死

を
考
え
る
会
」
代
表
の
清
水
さ
ん
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
計
ら
い

で
、
松
江
城
の
「
そ
ば
」
で
お
い
し
い
「
そ
ば
」
を
ご
馳
走
に

な
っ
て
、
一
同
満
足
、
満
腹
の
一
日
で
し
た
。

六
月
に
は
、
岡
山
市
の
男
女
共
同
参
画
事
業
で
あ
る
「
さ
ん

か
く
岡
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者
と

の
考
え
方
の
違
い
等
も
あ
り
、
担
当
者
に
ク
ラ
ブ
に
来
て
頂
い

た
り
、
展
示
の
準
備
等
大
変
で
し
た
が
、
そ
こ
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
い
メ
ン
バ
ー
で
す
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
分
野
で
活
躍
し

ま
し
た
。
公
開
定
例
会
に
は
、
時
間
が
早
か
っ
た
為
か
、
参
加

者
が
少
な
く
て
ち
ょ
っ
と
残
念
な
気
持
ち
が
し
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
い
つ
も
の
会
に
近
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
公
開
定
例
会
と
な

り
、
か
え
っ
て
良
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
展
示
会
に
は
、

会
の
紹
介
、
ク
ラ
ブ
会
報
、

メ
ン
バ
ー
の
得
意
の
絵
や
作

品
を
並
べ
ま
し
た
。
「
岡
山

あ
け
ぼ
の
会
」
の
ご
協
力
も

頂
い
て
、
一
緒
に
展
示
し
ま

し
た
。

今
年
は
い
わ
ば
ク
ラ
ブ
の

社
会
へ
の
参
画
と
も
い
う
べ

き
活
動
が
加
わ
り
ま
し
た
。

講
演
を
聴
い
た
り
、
メ
ン
バ

ー
だ
け
で
話
し
合
っ
た
り
す

る
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
員

自
身
が
社
会
へ
発
言
す
る
機

会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の

は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
報
「
並

木
ひ
ろ
ば
」
の
発
行
回
数
を

増
や
し
て
、
編
集
を
当
番
制

に
す
る
こ
と
等
も
発
信
の
機

会
が
増
え
て
ゆ
く
も
の
と
思

い
ま
す
。
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ホスピスボランティア養成講座おかやま
基礎講座 第Ⅶ期 （平成15年1月～同年6月）

（平成14年度「赤い羽根ボランティア・NPO育成支援事業」助成を受け実施）

テーマ 講　師　
開講式・医療の理念 永瀬正己室長

1 ホスピスの現場から 岡田美登里 岡山済生会総合
――患者さん、ご家族との対話 病院緩和ケア病棟看護主任

2 癒されるかかわり《公開講座》沼野尚美
――ホスピス病棟の毎日から 六甲病院チャプレン

3 がんの治療　 《公開講座》朝日俊彦
――前立腺がんを中心として 香川県立中央病院泌尿器科部長

4 在宅での看取り 神代尚芳
――地域で支える おおくまリハビリ病院院長

5 がんの症状コントロール 加藤恒夫
かとう内科並木通り診療所

がんの患者さんの思い 堀井茂男 慈圭病院
6 ――患者さんと共に 当相談室教育研修委員
閉講式 永瀬正己室長

ホスピスボランティア養成講座おかやま
電話相談ボランティア講座 第Ⅶ期（平成15年7月～同年11月）

テーマ 講　師　
開講式 永瀬正己室長

1 電話相談の基礎Ⅰ 赤木清美
――聴くこと 当相談室教育研修委員

2 電話相談の基礎Ⅱ 北村吉宏 岡山療護センター
――聴くということ 当相談室教育研修委員

電話相談の実際
堀井茂男 慈圭病院3 当相談室教育研修委員

4 がん治療の実際 玄馬顕一
――肺がんを中心として 岡山労災病院呼吸器内科部長

再び聴くということ
北村吉宏 岡山療護センター

5 当相談室教育研修委員
閉講式 永瀬正己室長

表 1

表 2

か
自
分
も
拱
手
傍
観
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
苦

い
洞
察
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
た
っ
た
八
月
二
一
日
の
朝
刊
で
河
野
さ

ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
記
事
を
目
に
し
た
。

実
は
、
河
野
さ
ん
に
は
一
度
だ
け
お
目
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
平
成
十
一
年
六
月
の
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
で
の
講
演
会
だ
っ
た
。

三
十
代
の
外
科
医
と
し
て
自
信
満
々
で
あ
っ
た
時
期
に

四
回
も
腸
閉
塞
手
術
を
し
て
治
ら
な
か
っ
た
ご
婦
人
の
患

者
は
、
実
は
精
神
面
が
原
因
で
病
気
を
繰
り
返
し
て
い
た

こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
が
医
者
と
し
て
の
転
機
に
な
っ
た

と
い
う
講
演
会
で
の
お
話
は
と
て
も
印
象
深
か
っ
た
。
こ

の
転
機
に
纏
わ
る
お
話
は
、
本
の
中
で
も
「
心
を
開
く
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
書
か
れ
て
い
た
。「
そ
の
ご
婦
人
は
今
、

自
分
の
心
を
開
い
て
話
し
始
め
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
場

合
、
治
療
者
と
し
て
の
私
、
ま
た
そ
の
夫
が
患
者
の
い
う

こ
と
を
十
分
に
聴
く
と
い
う
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
今
の
医
療
の
中
で
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の

軈
聴
く
軋
と
い
う
こ
と
で
す
。」（
一
九
頁
）

さ
て
、
私
は
治
療
者
で
は
な
い
が
、
一
介
の
相
談
員
と

し
て
電
話
を
と
る
度
に
、
こ
の
軈
聴
く
軋
こ
と
の
難
し
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
河
野
さ
ん
は
腸
閉
塞
手
術
の

失
敗
を
転
機
と
し
、
治
療
者
と
し
て
、
終
生
「
死
の
臨
床
」

の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
さ
れ
た
。
河
野
さ
ん
の
死
に
際
し

て
、
私
も
母
に
対
し
拱
手
傍
観
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

転
機
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
援
助
者

と
し
て
、軈
聴
く
軋
こ
と
の
大
切
さ
を
礎
に
、
今
の
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
。
旅
立
た
れ
る
前

に
、
河
野
さ
ん
が
こ
の
本
を
私
に
手
渡
し
て
く
れ
て
、
そ

ん
な
思
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
か

な
り
勝
手
な
思
い
込
み
で
は
あ
る
が
、
自
分
に
と
っ
て
は
、

忘
れ
え
ぬ
、
掛
け
替
え
の
な
い
今
年
の
お
盆
の
軈
出
来
事
軋

と
な
っ
て
い
る
。

津
山
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
も
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
進
ん

で
ゆ
き
た
い
で
す
。
小
さ
な
「
ク
ラ
ブ
」
が
あ
ち
こ
ち
に
生
ま

れ
て
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
々
が
気
軽
に
相
談
し
合
っ
た
り
、

情
報
交
換
し
た
り
、
時
に
楽
し
い
一
時
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
い
い
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
忘
年
会
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
　
楽
し

み
で
す
。

（
文
責
・
香
川
）



《
事
務
局
だ
よ
り
》

「
が
ん
の
悩
み
電
話
相
談
室
会
報
」
第
七
号

を
お
届
け
し
ま
す
。

開
設
は
平
成
八
年
九
月
二
八
日
、
深
い
ご

理
解
を
頂
い
た
永
瀬
正
己
先
生
を
室
長
に
お

迎
え
し
、
多
く
の
会
員
の
ご
支
援
と
当
室
教

育
研
修
委
員
の
方
々
の
専
門
的
ご
指
導
に
よ

り
、
紙
面
に
掲
載
し
ま
し
た
事
業
を
継
続
し

七
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
「
赤
い
羽
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
育
成
支
援
事
業
」
助
成
、
オ
ー
ト
バ

ッ
ク
ス
共
済
会
の
賛
助
会
員
継
続
、
養
成
講

座
修
了
者
か
ら
の
支
援
な
ど
、
少
し
ず
つ
支

援
者
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

相
談
件
数
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
山
陽

新
聞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
り
相
談
日
を
紹
介
下
さ

る
こ
と
に
よ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
一

一
月
か
ら
は
電
話
機
器
の
整
備
に
よ
り
相
談

通
話
の
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
研
修
用

録
音
機
を
整
備
し
、
電
話
を
か
け
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
豊
か
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
、
相
談
員
の
資
質
を
高
め
る
教
育

研
修
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
の
患
者
と
家
族
の
た
め
の
ク
ラ
ブ

「
並
木
ひ
ろ
ば
」
に
集
ま
っ
て
の
語
ら
い
分

か
ち
合
い
な
ど
、
参
加
者
各
々
の
思
い
を
少

し
で
も
遂
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
お
か
や
ま
」

な
ど
事
業
内
容
を
よ
り
充
実
を
図
り
な
が
ら

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
よ
り
情
報
提
供

が
早
く
豊
か
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
利

用
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
事
業
を
継
続
し
報
告
で
き
ま

す
こ
と
に
対
し
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
　
赤
木
記
）

がんの悩み電話相談室 2002～2003 4

ホスピスボランティア講座おかやま 基礎講座 第Ⅷ期 のお知らせ

主催：がんの悩み電話相談室

期　日 テーマ 講　　師

1月17日（土）
開講式・医療の理念 永瀬正己室長

１ 10:00～12:30 緩和ケア病棟の毎日から 木村秀幸 岡山済生会総合病院
――がん・疼痛コントロールを含む ホスピス長・緩和ケア診療部長

２ 2月21日（土） がん診断・治療の実際 藤原大輔
10:00～12:00 ――胃がんを中心として 岡山赤十字病院消化器内科医師

３ 3月27日（土） ホスピスの現場から――がん患者 岡田美登里 岡山済生会総合病院
10:00～12:00 と家族・ボランティアと共に ボランティアコーディネーター、緩和ケア病棟看護主任

４ 4月17日（土）
がん患者・家族の心理

岡村　仁
10:00～12:00 広島大学医学部保健学科教授

5 5月15日（土）
緩和ケアの理念と将来展望

加藤恒夫
10:00～12:00 かとう内科並木通り診療所院長

6月19日（土） がん患者・家族の想い 堀井茂男 慈圭病院副院長
6 当相談室教育研修部長
10:00～12:15

閉講式 永瀬正己室長

会　　場：岡山大学医学部図書館講堂（３階 ＊エレベタ－無し）
（注）会場が変更となる場合があります。ただし、変更会場は岡山市内。

定　　員：150名

受 講 料：6000円（６回通し）

募集締切：平成16年１月５日豺

申 込 先：がんの悩み電話相談室事務担当　北 昭子宛
〒701–1462  岡山市大井1494 Fax：086–295–1139
e-mail : a m k i t @ s p . m a n e k i n e k o . j p

◎基礎講座修了者を対象に、引き続き平成16年7月から
第Ⅷ期「電話相談ボランティア講座」を開講予定です。

がんの悩み電話相談
室は、本会の趣旨に
賛同された個人およ
び団体の年会費と寄
付金で運営していま
す。会員は随時募集
しています。また寄
付金も随時承ってい
ます。

【年会費】
正会員A  . .10,000円
正会員B . . . 5,000円
正会員C . . . 2,000円
賛助会員  . . . . . . . .

1口20,000円

【郵便振替口座】

01290–2–10376
（がんの悩み電話相談室）

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 本会の趣旨に賛同し、事業運営を担当しているメンバー（順不同）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

永瀬正己（永瀬内科医師） 加藤恒夫（かとう内科並木通り診療所医師） 福岡英明（いぬい医院医師）

北村吉宏（岡山療護センター精神科医師）田中紀章（岡山大学大学院外科医師） 下妻晃二郎（流通科学大学サービス産業

木村秀幸（岡山済生会総合病院ホスピス医師） 堀井茂男（慈圭病院精神科医師） 学部医療サービス学科医師

斎藤信也（高知女子大学社会福祉学部医師）赤木清美（保健師） 伊藤俊雄（光生病院内科医師）

津田敏秀（岡山大学衛生学医師） 石原辰彦（岡山済生会総合病院医師） 大橋輝久（岡山赤十字病院泌尿器科医師）

皿海二子（玉野市保健師） 山本　力（岡山大学教育学部） 額田征子（看護師）

徳永千栄子（看護師） 橋本眞紀（保健師） 北　　徳（大学職員）

大野幸恵（看護師） 土井利勝（会社員） 横山幸生（事務局担当）

伊藤恭子（事務局担当） 北　昭子（事務局担当） 香川優子（かとう内科並木通り診療所OT）

●
が
ん
の
悩
み
電
話
相
談
室
　
平
成
一
六
年
度
事
業
計
画
●
総
会
／
平
成
一
六
年
四
月
一
七
日
、
基
礎
講
座
終
了
後
。

●
電
話
相
談
事
業
／
毎
週
土
曜
日
一
四
時
〜
一
七
時
（
祝
祭
日
は
休
み
）。
●
「
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
お
か

や
ま
」
事
業
／
第
Ⅷ
期
、
平
成
一
六
年
一
月
か
ら
開
催
（
日
程
は
左
表
）。
●
が
ん
の
患
者
と
家
族
の
た
め
の
ク
ラ
ブ

「
並
木
ひ
ろ
ば
」
定
例
会
／
毎
月
第
３
土
曜
日
一
三
時
三
〇
分
〜
一
五
時
三
〇
分
。
た
だ
し
、
毎
週
ク
ラ
ブ
開
放
（
第

５
土
曜
日
は
除
く
）。
●
電
話
相
談
員
の
教
育
研
修
会
／
毎
月
一
回
「
聴
き
方
」「
が
ん
の
各
論
」
な
ど
二
時
間
を
開
催
。


